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金田町人の動き 

(3 月 1 日現在） 
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L ,，ー.，、,.，、，、、楽しそうに、雪だるまを作っていました。 
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雪だるまを作って遊ぷ元気な園児たち 
2月2日、朝起きると一面の白銀の世界、屋根も木立も綿を被ったように白一色、 

園児たちは今年の初雪に寒さも忘れ、雪だるまに、目や鼻や口を、入れ、いかにも 
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今
年
は
国
際
児
童
年
 

『
、
子
供
を
た
 
い
 
せ
 
つ
 
に
 

一 

「
た
く
ま
し
く
育
て
よ
う
ノ
・
一
 

ー
国
際
児
童
年
と
は
ー
 

国
連
で
 
「
児
童
権
利
宜
言
」
 

が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
こ
と
し
 

で
ち
よ
う
ど
二
十
年
目
に
当
た
 

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て
 

こ
と
し
を
「
国
際
児
童
年
」
と
 

す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
も
の
で
 

す。 子
供
は
民
族
の
宝
、
世
界
の
 

宝
、
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
 

国
際
児
童
年
を
機
に
児
童
問
題
 

に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
い
 

ま
子
供
た
ち
が
ほ
ん
と
う
に
幸
 

せ
な
の
か
ど
う
か
、
子
供
た
ち
 

を
と
り
ま
く
生
活
環
境
は
こ
れ
 

で
い
い
の
か
、
な
ど
、
そ
れ
ぞ
 

れ
関
心
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
 

う
年
な
の
で
す
。
 

3
月
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 
弥
生
（
や
よ
い
）
 

風
も
雨
も
日
ま
し
に
あ
た
た
か
く
、
草
木
が
弥
ま
し
 

に
生
い
し
げ
る
月
と
い
う
意
。
 

日
 
全
国
緑
化
運
動
 

日
 
桃
の
節
句
・
耳
の
日
 

日
 
消
防
記
念
日
 

日
 
国
際
婦
人
デ
ー
 

日
 
乳
児
検
診
 

日
 
春
分
の
日
 

日
 
放
送
記
念
日
 

日
 
電
気
記
念
日
 

日
 
心
配
ご
と
相
談
 



報
‘
地
区
と
く
ら
べ
る
と
や
や
多
 

貧
 

田
 

金
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差
別
を
な
く
す
た
め
に
 
⑧
ホ
教
育
の
状
況
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

ノ、 

家

族

と

婚

姻

 

家
族
の
大
き
さ
は
、
農
村
的
 

地
区
、
都
市
的
地
区
と
も
に
一
 

般
地
区
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
 

と
く
に
異
な
っ
た
傾
向
は
な
く
 

だ
い
た
い
一
世
帯
あ
た
り
四
ー
 

五
人
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
 

た
だ
、
農
村
的
地
区
は
都
市
的
 

い。 婚
姻
関
係
は
、
正
常
な
形
態
 

婚
や
死
別
し
た
も
の
は
、
と
く
 

に
多
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
 

結
婚
の
形
態
は
、
全
体
と
し
て
 

は
、
見
合
婚
が
多
い
が
、
若
い
 

年
令
層
に
は
、
自
由
婚
も
か
な
 

り
の
率
を
占
め
る
。
 

結
婚
に
際
し
て
の
差
別
は
、
 

部
落
差
別
の
最
後
の
越
え
難
い
 

壁
で
あ
る
。
関
係
住
民
の
結
婚
 

は
、
伝
統
的
に
「
部
落
内
婚
」
 

の
封
鎖
的
な
形
態
を
と
り
、
ほ
 

と
ん
ど
が
同
一
地
区
民
間
か
他
 

地
区
住
民
と
の
間
で
行
な
わ
れ
 

一
般
住
民
と
の
通
婚
は
、
き
わ
 

め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
 

ニ

、

産

業

と

旺

業

 

産
業
で
は
、
農
業
や
商
工
業
 

の
零
細
経
営
や
そ
の
雇
用
労
働
 

者
が
多
く
、
近
代
産
業
へ
の
雇
 

用
労
働
者
は
少
な
い
。
農
村
部
 

落
で
は
、
田
畑
の
農
耕
が
主
体
 

で
あ
る
が
、
果
樹
園
芸
を
兼
営
 

し
て
い
る
地
区
も
み
ら
れ
る
。
 

農
業
の
経
営
規
模
は
、
き
わ
め
 

て
零
細
で
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
 

は
平
均
四
反
前
後
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
、
専
業
農
家
は
き
 

わ
め
て
少
な
く
、
大
部
分
は
兼
 

業
農
家
で
、
日
雇
労
働
、
雇
用
 

労
働
、
行
商
、
出
稼
ぎ
、
わ
ら
 

加
工
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
場
 

合
が
多
い
。
 

職
業
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
 

全
体
と
し
て
零
細
企
業
経
営
者
 

や
そ
の
従
業
者
が
き
わ
め
て
多
 

く
不
安
定
で
あ
る
こ
と
、
親
と
 

子
女
の
間
で
は
、
大
き
な
ち
が
 

い
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
 

親
は
伝
統
的
な
産
業
な
い
し
 

職
業
や
単
純
労
働
な
ど
へ
の
従
 

事
が
多
い
が
、
こ
れ
と
と
も
に
 

近
代
的
な
事
情
は
、
 

一
見
す
る
 

と
知
識
や
技
能
や
教
育
程
度
の
 

低
さ
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
 

基
本
的
に
は
社
会
的
差
別
と
偏
 

見
に
よ
っ
て
よ
い
就
職
が
で
き
 

な
い
の
が
原
因
で
あ
る
。
 

ま
た
、
子
女
の
雇
用
労
働
が
 

多
く
な
っ
た
の
は
、
子
女
が
伝
 

統
産
業
や
単
純
労
働
を
嫌
う
た
 

め
で
あ
る
が
、
根
本
は
経
済
成
 

長
に
と
も
な
う
労
働
力
の
絶
対
 

的
不
足
が
大
き
な
原
因
で
あ
り
 

そ
の
な
か
で
低
い
賃
金
の
な
か
 

に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
 

で
あ
る
。
 

教
育
の
状
況
は
、
学
校
教
育
 

に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
業
の
 

不
振
と
社
会
教
育
の
お
く
れ
、
 

同
和
教
育
の
不
振
等
が
目
立
っ
 

て
い
る
。
 

学
校
教
育
に
お
け
る
児
童
生
 

徒
の
成
績
は
、
小
学
校
、
中
学
 

校
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
全
般
 

的
に
か
な
り
悪
く
、
全
体
的
に
 

み
る
と
上
に
属
す
る
が
、
大
部
 

分
は
中
以
下
で
あ
る
。
 

中
学
生
徒
の
進
路
状
況
は
、
 

都
市
的
地
区
、
農
村
的
地
区
と
 

も
に
就
職
者
が
大
部
分
で
あ
っ
 

て
、
進
学
者
は
少
な
く
、
進
学
 

率
は
一
般
地
区
の
半
分
で
、
三
 

〇
％
前
後
で
あ
る
。
進
学
率
の
 

劣
る
の
は
、
家
庭
の
貧
困
か
本
 

人
の
学
力
不
振
に
よ
る
も
の
が
 

多
い
。
し
か
し
‘
親
の
教
育
関
 

心
は
き
わ
め
て
高
く
、
八
〇
％
 

前
後
の
者
は
子
女
の
進
学
を
希
 

望
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
 

る。 社
会
教
育
活
動
は
、
地
区
に
 

よ
っ
て
は
、
隣
保
館
な
い
し
集
 

会
所
（
公
民
館
）
を
拠
点
と
し
 

て
、
か
な
り
活
発
に
な
さ
れ
て
 

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
全
般
 

的
に
は
、
低
調
で
あ
る
．
 
そ
の
 

理
由
は
、
施
設
や
設
備
の
不
備
 

職
員
（
と
く
に
指
導
者
）
や
予
 

算
の
不
足
、
職
務
の
多
忙
な
ど
 

で
あ
る
が
、
な
か
で
も
指
導
者
 

の
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
 

る。 社
会
教
育
団
体
活
動
は
、
青
 

年
団
は
心
I

ぐ
、
婦
人
会
と
子
 

供
会
を
中
心
に
さ
れ
て
い
る
が
 

そ
の
主
な
内
容
は
、
婦
人
会
活
 

動
の
場
合
は
、
生
活
技
術
や
一
 

般
教
養
に
関
す
る
講
習
会
、
見
 

学
会
な
ど
で
あ
り
、
子
供
会
の
 

場
合
は
、
見
学
会
、
レ
ク
レ
ー
 

シ
ョ
ン
、
補
習
学
級
な
ど
で
あ
 

る
。
な
お
、
青
年
団
活
動
の
少
 

な
い
の
は
、
そ
の
年
令
層
の
人
 

に
流
出
が
多
い
の
を
裏
書
き
し
 

て
い
る
。
 

同
和
教
育
は
、
実
際
に
は
学
 

校
教
育
と
社
会
教
育
の
場
で
な
 

さ
れ
る
が
、
現
状
は
低
調
さ
を
 

免
れ
な
い
。
こ
れ
は
ー
つ
に
は
 

同
和
教
育
の
基
本
方
針
の
不
徹
 

底
の
た
め
で
あ
る
か
、
現
状
は
 

低
調
さ
を
免
れ
な
い
。
 
こ
れ
は
 

ー
つ
に
は
、
同
和
教
育
の
基
本
 

方
針
の
不
徹
底
の
た
め
で
あ
る
 

が
、
二
つ
に
は
、
現
場
の
教
員
 

や
指
導
者
の
知
識
や
訓
練
の
不
 

足
の
た
め
と
み
ら
れ
る
。
 

住
民
の
教
育
水
準
は
、
親
の
 

層
も
子
ど
も
の
層
も
か
な
り
向
 

上
し
た
が
、
し
か
し
一
般
地
区
 

と
比
べ
る
と
、
ま
だ
か
な
り
劣
 

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
昔
の
 

教
育
水
準
は
、
小
卒
や
高
小
卒
 

が
ほ
と
ん
ど
で
、
旧
中
卒
は
き
 

わ
め
て
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
こ
 

ん
に
ち
で
は
、
旧
中
卒
も
一
五
 

％
前
後
で
あ
る
し
、
こ
れ
は
一
 

般
地
区
の
場
合
、
親
の
層
が
五
 

〇
ー
四
〇
％
、
子
供
の
層
が
六
 

〇
ー
七
〇
％
で
あ
る
の
に
比
べ
 

る
と
半
分
以
下
で
あ
る
。
 

（
つ
づ
く
）
 

卒
業
期
の
少
年
非
行
を
 

防
 
止
 

し
 
よ
 
・つ 

田
 

川
 

警
 

察
 

署
 

卒
業
期
（
三
月
）
は
、
児
童
 

生
徒
に
と
っ
て
進
級
、
進
学
、
 

就
職
な
ど
そ
の
将
来
に
と
っ
て
 

重
要
な
時
期
で
あ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
入
試
や
就
 

職
試
験
な
ど
の
合
否
に
よ
る
心
 

の
動
揺
や
学
校
生
活
か
ら
の
誤
 

っ
た
解
放
感
な
ど
か
ら
精
神
的
 

に
不
安
定
と
な
り
、
例
年
、
次
 

の
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
て
い
 

る。 o
卒
業
生
と
在
校
生
と
の
暴
力
 

事
案
 

o
進
学
組
と
就
職
組
と
の
暴
力
 

事
案
 

o
学
校
間
と
の
対
立
抗
争
事
案
 

o
教
師
に
対
す
る
暴
力
事
案
 

o
万
引
き
又
は
自
動
車
、
オ
ー
 

ト
バ
イ
、
自
転
車
な
ど
の
乗
 

り
物
盗
み
 

o
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用
 

こ
の
よ
う
な
非
行
や
事
故
を
防
 

止
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ
 

と
を
呼
び
か
け
る
。
 

0
家
庭
に
対
し
て
 

o
服
装
、
態
度
、
交
友
関
係
な
 

ど
を
健
全
な
方
向
へ
導
く
。
 

ロ
進
学
や
就
職
に
失
敗
し
て
も
 

温
か
い
思
い
や
り
で
不
安
な
 

動
揺
を
取
り
除
い
て
や
る
。
 

ま
た
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
 

意
し
、
該
当
す
る
こ
と
が
あ
れ
 

ば
早
く
、
教
師
、
警
察
署
の
少
 

年
係
、
派
出
（
・
I
」
）
所
、
少
 

そ
 
の
 
一
杯
 

断

わ

 る
 
勇

気

 が
 

事

故

 

金
田
町
地
区
公
民
館
対
抗
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催
さ
る
“
 

中
 

央
 

公
 

民
 

館
 

去
る
一
月
二
十
一
日
、
当
町
 

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
金
 

田
町
地
区
公
民
館
対
抗
バ
ド
ミ
 

ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
。
始
め
て
の
大
会
で
十
六
館
 

中
、
六
館
し
か
参
加
を
し
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
 

一に 

子
井
扶
由
子
 

◆
一
般
P
< 

ダ
ブ
ル
ス
 

一
1

、
桑
野
軍
治
 

一
吉
田
民
春
 

シ
ン
グ
ル
ス
 

組
 

参
加
チ
ー
ム
は
 

一
位
 

吉
田
民
春
 

一
区
、
三
区
、
四
区
、
人
見
 
◆
会
員
募
集
 
週
二
回
 

若
草
、
福
丸
、
以
上
で
す
。
 

場
所
 
金
田
中
学
校
体
育
館
 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

午
後
6
時
 30 

分
1
9
時
 

優
 
勝
 

一
区
公
民
館
 

主
催
 
金
田
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

準
優
勝
 

四
区
公
民
館
 

協
会
 

三
 
位
 

三
区
公
民
館
 

年
令
は
問
い
ま
せ
ん
 

報
 
田
 

川
 
地
 
区
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催
さ
る
H
 

町
 

田
 

金
 

昭和馴年3月1日 

去
る
二
月
四
日
《
田
川
市
体
 

育
館
に
お
い
て
、
田
川
市
郡
町
 

村
よ
り
参
加
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
 

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

成
績
は
中
学
生
以
下
 

◆
ダ
ブ
ル
ス
 

中
 

央
 

公
 

民
 

館
 

一」l 

、
岡
本
正
美
 

且
 

一
桑
野
典
子
 

一
一
位
（
桑
野
成
美
 

組
 

一
三
村
紀
代
 

◆
シ
ン
グ
ル
ス
 

一
位
 

三
村
 
紀
代
 

小
、
中
学
生
大
人
（
男
女
間
 

わ
ず
）
 

問
合
せ
 
金
田
町
東
金
田
 

平
 
井
 
誠
 

一 

電
話
②
〇
〇
九
二
番
 

（
金
田
町
役
場
内
）
 

桑
 
野
 
軍
 
治
 

電
話
②
〇
五
五
五
番
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

が
改
定
さ
れ
ま
す
 

現
在
，
月
額
二
千
七
白
三
十
 

円
の
国
民
年
金
保
険
料
が
四
月
 

か
ら
三
千
三
百
円
に
改
め
ら
れ
 

ま
す
。
 

す
で
に
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
 

の
と
お
り
、
国
民
年
金
は
こ
れ
 

ま
で
に
た
び
た
び
改
善
さ
れ
、
 

そ
の
内
容
も
充
実
し
て
き
て
お
 

り
ま
す
が
、
特
に
昭
和
四
十
九
 

年
か
ら
は
、
消
費
者
物
価
の
上
 

昇
に
あ
わ
せ
て
年
金
を
引
き
上
 

げ
る
 
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
 
が
 

と
り
い
れ
ら
れ
、
年
金
額
は
そ
 

の
後
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

一
方
、
国
民
年
金
か
ら
現
に
 

年
金
を
受
け
て
い
る
、
い
わ
ゆ
 

る
受
給
者
は
、
全
国
で
四
百
五
 

＋
万
人
に
増
え
、
年
金
支
払
い
 

に
要
す
る
費
用
は
、
今
後
益
々
 

大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
 

想
さ
れ
ま
す
。
 

「
安
い
保
険
料
で
高
い
年
金
 

を」 

と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
 

保
険
料
と
国
の
負
担
金
（
二
対
 

一
の
割
合
）
で
ま
か
な
わ
れ
て
 

い
る
国
民
年
金
 

‘
年
金
額
 

の
引
き
上
げ
と
，
険
料
の
改
定
 

と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
 

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
の
四
月
か
ら
の
保
険
料
改
 

定
も
、
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
 

制
度
に
し
、
将
来
、
あ
な
た
が
 

年
金
を
受
け
る
と
き
に
 
「
頼
れ
 

る
国
民
年
金
」
で
あ
る
た
め
の
 

も
の
で
す
。
 

な
お
、
付
加
保
険
料
は
月
額
 

四
百
円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
 

期
限
内
に
納
め
る
習
慣
を
 

つ
け
ま
し
よ
う
。
 

犬
 
の

放

し

飼

 い
 

に
 
つ
 
い
 
て
 

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
，
日
頃
 

か
ら
犬
の
問
題
等
で
ご
協
力
い
 

た
だ
き
感
謝
致
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
最
近
飼
い
犬
の
は
 

な
し
飼
い
が
多
く
、
人
畜
や
農
 

三
 

月
 

詠
 

草
 

公
 
民
 
館
 
短

歌

教

 室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

も
が
り
笛
わ
が
耳
柔
を
う
ち
す
 

せ
 

が
れ
た
る
 

フ
ェ
ァ
ウ
ェ
ィ
急
 

き
ゆ
く
還
暦
の
わ
れ
 

ー
 

室
 

ト
ョ
 

あ
ら
た
ま
の
文
書
か
む
と
住
所
 

録
 
め
く
れ
ば
還
ら
ぬ
友
の
名
 

き
び
し
 

小
野
ト
メ
子
 

福
田
 

昌
 

藤
林
 
俊
信
 

子
に
は
子
の
ゆ
く
道
あ
り
と
思
 
雲
間
よ
り
光
ぞ
紺
和
勢
し
移
り
 
朝
の
陽
に
柚
道
白
く
浮
き
て
見
 

へ
ど
も
 

こ
と
あ
る
ご
と
に
心
 

福
智
の
峰
は
輝
き
は
じ
む
 

ゆ
 
福
智
の
嶺
に
降
り
し
初
雪
 

い
ら
だ
つ
 

中
村
 
繁
生
 

藤
本
 
唯
彦
 

テ
レ
ビ
劇
を
飽
か
ず
眺
む
る
老
 
雑
草
の
し
げ
り
し
硬
山
崩
れ
つ
 

い
母
の
 

う
し
ろ
姿
の
ち
い
さ
 

つ
 

造
成
工
事
の
日
々
進
み
ゆ
 

く
見
ゅ
る
 

阿
部
 
重
宏
 

ぼ

ぐ

 

蝶
二
つ
組
ん
ず
解
れ
つ
舞
ひ
て
 

を
り
 
ジ
ン
ジ
ヤ
ー
の
香
に
酔
 

へ
る
が
ご
と
く
 

ノ
、
 

福
原
 
照
子
 

菊
池
 

一
枝
 

新
春
に
和
を
誓
ひ
て
お
こ
な
え
 

は
 
良
き
報
い
の
あ
り
と
思
ほ
 

ゆ
 

高
木
美
代
子
 

並
川
 
君
子
 

抱
J
の
さ
ば
き
の
音
も
楽
し
か
 

り
 

商
い
店
も
三
十
年
が
過
ぎ
 

ぬ
 

タ
や
け
を
背
に
し
て
帰
え
る
田
 

ん
ぼ
道
 
よ
み
が
え
り
く
る
遠
 

き
思
ひ
出
 

ほ
お
ず
き
 

酸
巣
の
色
に
も
似
た
る
入
り
つ
 

日
は
 

早
苗
田
の
水
に
写
り
て
 

揺
る
る
 

年
補
導
員
な
ど
に
相
談
す
る
。
 

o
電
話
や
友
達
の
訪
問
、
外
出
 

が
多
く
、
帰
宅
が
遅
く
な
っ
 

た。 

o
勉
強
部
屋
な
ど
に
閉
じ
こ
も
 

り
が
ち
で
考
え
込
ん
だ
り
、
 

ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
る
。
 

の
学
校
に
対
し
て
 

次
の
よ
う
な
児
童
、
生
徒
を
 

発
見
し
た
と
き
は
、
保
護
者
な
 

ど
と
連
絡
を
と
り
、
学
校
内
外
 

に
お
け
る
適
切
な
指
導
を
行
う
 

と
と
も
に
、
早
め
に
警
察
署
の
 

少
年
係
や
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
 

と
協
力
し
て
非
行
や
事
故
を
防
 

止
す
る
。
 

o
学
校
内
外
で
集
団
組
み
、
粗
 

野
な
言
動
や
態
度
を
と
っ
て
 

い
る
。
 

o
便
所
．
 

・”‘'""'"'‘ソ、’‘・’''''''‘、‘’・’、r・h~・’、r'’、‘’・’・’、‘’・’、‘’・’、r・‘、‘’・へ‘’・’い‘’・‘‘・‘‘り 

⑥
歩
行
者
向
け
 

f や（谷） 「f士1 でう） 4＋ そ弓、 
‘ 、 、こ＝ノ ‘ユ“ にニノ 、ニ にどノ 

ー、 J 、S + 

ク
ラ
ブ
の
部
室
な
ど
 

で
喫
煙
し
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
 

を
乱
用
す
る
。
 

o
用
も
な
い
の
に
ス
ー
パ
ー
、
 

商
店
街
、
盛
り
場
な
ど
を
う
 

ろ
つ
い
て
い
る
。
 

0
欠
席
や
怠
学
を
繰
返
す
よ
う
 

に
な
っ
た
。
 

田
地
域
住
民
に
対
し
て
 

次
の
よ
う
な
少
年
や
、
非
行
 

を
誘
発
す
る
よ
う
な
環
境
に
気
 

付
い
た
人
は
、
地
域
の
少
年
補
 

導
員
な
ど
と
相
談
し
て
善
処
す
 

る
か
、
あ
る
い
は
す
ぐ
警
察
に
 

通
報
す
る
と
と
も
に
、
地
域
か
 

ら
非
行
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
 

「
愛
の
声
か
け
」
 

補
導
を
行
 

・つ。 0
怠
業
少
年
グ
ル
ー
プ
や
家
出
 

少
年
と
思
わ
 11 

る
者
が
近
所
 

を
う
ろ
つ
い
て
い
る
。
 

o
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用
、
不
 

純
異
性
交
遊
な
ど
の
少
年
が
い
 

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
少
年
の
 

た
ま
り
場
と
な
っ
て
い
る
空
家
 

民
家
、
ァ
パ
ー
ト
、
神
社
、
公
 

園
な
ど
が
あ
る
。
 

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

⑥
運
転
者
向
け
 

せ
ま
い
道
大
き
く
広
げ
る
 
ゅ
ず
り
あ
い
 

曲
が
り
か
ど
 
い
つ
も
危
険
が
か
く
れ
て
る
 

や
っ
て
る
か
い
 

一
度
止
ま
っ
て
 

右
左
 

を
 
i, 

つ 

作
物
に
被
害
を
あ
た
え
て
い
る
 

等
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
夜
だ
 

け
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
の
で
 

自
分
の
と
こ
ろ
は
関
係
な
い
と
 

い
う
軽
い
気
持
ち
で
犬
の
放
し
 

飼
い
を
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
 

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に
 

し
な
い
で
下
さ
い
。
放
し
飼
い
 

の
犬
を
み
つ
け
ま
し
た
ら
、
保
 

健
所
及
ぴ
町
よ
り
捕
獲
致
し
ま
 

す。 
不
用
犬
に
つ
い
て
 

も
し
犬
が
い
ら
な
く
な
っ
た
 

場
合
は
、
田
川
保
健
所
よ
り
毎
 

週
木
曜
日
午
前
九
時
ご
ろ
役
場
 

に
取
り
に
来
ま
す
の
で
、
木
曜
 

I 

ら，,、‘I,，、‘、，、‘．,，、,.．ハr,,v,，ハ,,,，、r‘、”，,,n'.,,、，.,い，N..hル，、n'v、．.n‘，ユ 

日
の
九
時
ま
で
か
、
又
は
前
日
 

に
役
場
ま
で
連
れ
て
き
て
下
さ
 

※
犬
の
放
し
飼
い
や
犬
を
捨
て
 

た
り
は
絶
対
し
な
い
よ
う
町
民
 

み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
よ
う
。
 

あ
 
り
 
が
 
と

う

 

こ

ざ

い

ま

し

た

 

吉
良
登
米
徳
 
殿
 

三
村
 
治
良
 
殿
 

森
 

忠
俊
 
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
 

ま
し
た
の
で
有
意
義
に
使
 

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

、
、
！
、
・
、
一
、
・
？
、
、
ぐ
，
・
？
1
・
、
一
、
・
『
こ
」
・
．
ニ
，
●
？
●
、
・
●
、
・
●
●
・
？
1
二
」
一
・
．
・
●
、
・
「
、
■
．
》
、
、
に
．
・
？
●
・
？
！
ご
．
・
『
ご
．
・
「
、
・
，
ご
．
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

【
俳
句
】
 

辰
島
 
宗
一
 

土
筆
っ
む
 
乙
女
蝶
々
と
 

共
に
舞
い
 

原
田
 
豊
茂
 

大
鈴
の
 
音
も
清
ら
か
に
 

初
詣
 

岩
崎
 
克
芳
 

貸
ポ
ー
ト
 
舟
底
干
す
も
 

寒
日
和
 

桑
野
つ
る
絵
 

寒
紅
の
 
唇
一
文
字
に
 

三
番
隻
 

吉
竹
善
次
郎
 

七
草
に
 

無
事
を
祈
り
て
 

今
朝
か
ゆ
 

斉
藤
ナ
、
、
、
子
 

畔
行
け
ば
 
土
筆
芽
を
出
す
 

小
春
か
な
 

大
森
 

ハ
ッ
 

庭
先
の
 

紅
梅
匂
ふ
 

垣
根
ご
し
 

和
田
 

玉
吉
 

な
ご
や
か
に
 
親
子
の
対
話
 

母
の
指
 

福
を
呼
ぶ
 

【
短
歌
】
 

土
筆
摘
む
 

亀
田
シ
ノ
ブ
 

小
さ
な
指
で
 

豆
を
播
く
 

辰
島
 
宗
一
 

乙
女
の
群
れ
に
 

蝶
は
舞
い
 

そ
よ
風
薫
る
 
春
の
お
と
ず
 

れ
 

加
藤
ス
サ
ェ
 

母
の
齢
 
こ
え
な
が
ら
え
て
 

新
玉
の
 

年
立
つ
我
れ
の
 

命
詣
が
ま
む
 

「
・
？
●
・
■
、
一
、
・
●
●
・
●
●
・
？
●
、
・
，
、
、
に
．
・
！
一
●
「
「
，
・
？
，
、
こ
．
、
こ
J
，
二
‘
、
こ
I
?
，
、
●
，
、
、
ご
「
，
、
、
に
「
？
●
、
に
一
、
こ
．
、
ム
 

r
 
を
示
す
も
の
が
大
部
分
で
、
離
 

⑥
 
こ
ど
も
向
け
 



(4) 昭和54年3月1日 報
 

町
 

田
 

金
 

号
 

『I 第
 

せ
 

昭
和
五
十
四
年
度
金
田
町
建
設
工
事
 

の
指
名
参
加
申
請
書
提
出
に
つ
い
て
 

建
 

設
 

課
 

金
田
町
が
発
注
す
る
昭
和
五
 

尚
、
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
 

＋
四
年
度
工
事
の
指
名
参
加
を
 
な
い
場
合
は
一
年
間
金
田
町
の
 

希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
町
が
 
指
名
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
 

定
め
た
期
日
ま
で
に
関
係
書
類
 
御
留
意
願
い
ま
す
。
 

（
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
 

記
 

査
申
請
書
）
を
整
備
し
て
提
出
 

一
．
提
出
期
限
 
昭
和
五
十
四
 

し
て
下
さ
い
。
 

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

従
来
は
随
意
に
受
付
け
を
し
 

二
、
書
式
 
建
設
省
統
一
様
式
 

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
 

三
、
受
付
窓
口
 
金
田
町
役
場
 

り
期
限
を
定
め
ま
し
た
。
 

建
設
課
 

お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
 

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
 

三
 
月
 
十
 
五
 
日
 
ま
 
で
 

田
 

川
 

税
 
務
 

署
 

所
得
税
の
確
定
申
告
も
半
ば
 

を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
も
う
申
告
 

は
お
済
み
で
し
よ
う
か
。
 

昭
 

和
五
十
四
年
分
の
所
得
税
の
確
 

定
申
告
と
納
税
は
、
昭
和
五
十
 

四
年
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
 

期
限
間
近
か
に
な
り
ま
す
と
、
 

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
 

し
た
り
し
ま
ず
と
、
後
で
追
加
 

の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
 

加
算
税
な
ど
を
納
め
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
 

で
、
忘
れ
ず
に
正
し
い
申
告
を
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

e
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
 

納
期
限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
 

三
月
十
五
日
で
す
が
、
 
一
度
に
 

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
確
定
 

申
告
で
納
め
る
こ
と
に
な
る
税
 

額
の
二
分
の
一
以
上
を
三
月
十
 

五
日
ま
で
に
納
め
れ
ば
、
残
り
 

の
税
額
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
 

延
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

延
納
期
間
中
は
、
年
率
七
・
 

三
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
 

か
り
ま
す
。
 

田
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
 

務
署
え
提
出
し
た
人
は
、
住
民
 

税
ゃ
事
業
税
の
申
告
書
は
提
出
 

し
な
く
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
書
の
 

住
民
税
や
事
業
所
得
の
欄
も
忘
 

れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

0
税
務
署
や
市
町
村
の
役
場
で
 

は
、
確
定
申
告
の
期
間
中
、
所
 

得
や
税
金
の
計
算
方
法
、
申
告
 

書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
の
 

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談
は
 

(
0
9
4
7
4
）
④
0
4
3
0
 

番
（
田
川
税
務
署
）
を
ご
利
用
 

く
だ
さ
い
。
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
 

検
 
認
 
に
 

つ
 

い
 

て
 

住

民

 課

保

健

係

 

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
 

者
証
は
、
昭
和
 54 

年
3
月
 31 

日
 

で
有
効
期
限
が
切
れ
、
4
月
1
 

日
か
ら
使
用
出
来
な
く
な
り
ま
 

す
。
従
っ
て
次
に
よ
り
検
認
を
 

致
し
ま
す
の
で
国
民
健
康
保
険
 

加
入
世
帯
の
方
は
、
忘
れ
ず
検
 

認
し
て
下
さ
い
。
 

検
認
日
 

昭
和
 54 

年
3
月
 29 

日
 

で
、
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
 

（
木
曜
）
よ
り
 

く
だ
さ
い
。
 

場
所
 

金
田
町
役
場
 

0
所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
 

住
民
課
保
健
係
 

一
年
間
の
所
得
と
そ
の
税
金
の
 
持
つ
て
く
る
も
の
 

額
を
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
 

印
鑑
と
被
保
険
者
証
 

す
る
手
続
き
で
す
。
申
告
し
な
 
。
世
帯
内
に
異
動
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
し
 

（
転
入
ご
編
出
．
死
亡
、
社
保
 

な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
 
加
人
、
・
・
 

‘
雌
脱
）
が
あ
り
、
 

ま
だ
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
世
 

帯
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
理
由
の
 

は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
（
例
え
 

ば
社
保
加
入
の
時
は
、
会
社
の
 

保
険
証
等
）
を
添
え
て
保
健
係
 

ま
で
届
出
て
下
さ
い
。
 

e
昭
和
 54
 

年
4
月
1

日
現
在
、
 

被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
 

る
人
員
が
昭
和
 54
 

年
度
の
保
険
 

税
の
課
税
対
象
人
員
と
な
り
ま
 

す。 
田
現
在
、
健
康
保
険
の
な
い
方
 

は
必
ら
ず
国
民
健
康
保
険
に
加
 

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

O
保
険
税
未
納
の
方
は
、
納
入
 

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

『
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
暖
か
く
 

ゆ
き
と
ど
い
た
高
校
教
育
を
グ
』
 

廿
県
立
高
校
定
時
制
 
（
夜
間
）
 

生
徒
の
ニ
次
募
集
廿
 

働
き
な
が
ら
学
ぶ
人
の
た
め
 

福
岡
県
立
高
等
学
校
定
時
制
（
 

夜
間
）
が
地
元
田
川
地
区
に
田
 

川
東
高
校
、
西
田
川
高
校
の
一
一
 

校
あ
り
ま
す
。
両
校
は
、
地
域
 

住
民
の
人
権
を
守
り
、
ゆ
き
と
 

ど
い
た
高
校
教
育
を
実
現
す
る
 

た
め
、
皆
さ
ん
に
広
く
門
戸
を
 

開
い
て
い
ま
す
。
 

学
校
で
は
、
基
礎
か
ら
わ
か
 

る
よ
う
に
懇
切
に
指
導
し
、
ま
 

た
勤
労
青
少
年
福
祉
法
に
よ
り
 

職
場
か
ら
の
通
学
の
便
が
図
ら
 

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

義
務
教
育
終
了
後
、
永
ら
く
 

社
会
の
実
務
に
つ
い
て
い
た
人
 

や
、
家
庭
の
主
婦
の
方
な
ど
中
 

壮
年
令
者
の
方
も
多
く
学
ん
で
 

い
ま
す
。
 

卒
業
後
は
、
高
等
学
校
普
通
 

科
卒
業
の
資
格
が
与
え
ら
れ
、
 

大
学
へ
の
進
学
の
道
も
開
か
れ
 

て
い
ま
す
。
 

卒
業
生
の
中
に
は
国
家
・
地
 

方
公
務
員
、
大
手
企
業
等
に
就
 

職
し
て
い
る
方
や
、
教
養
を
高
 

め
自
営
に
精
進
し
、
発
展
し
て
 

い
る
方
も
沢
山
居
り
ま
す
。
 

両
校
で
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
生
 

徒
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

ど
し
ど
し
応
募
し
で
下
さ
い
。
 

な
お
、
不
明
9
I
P
詳
細
に
つ
 

い
て
は
末
項
の
 

」
せ
先
に
遠
 

慮
な
く
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

◆
入
学
試
験
日
 

田
川
東
商
校
4
月
1

日
（
日
）
 

西
田
川
高
校
3
月
 30 

日
 

（金） 

◆
受
験
場
所
 

福
岡
県
立
田
川
東
高
校
 

福
岡
県
立
西
田
川
高
校
 

◆
提
出
書
類
 

学
校
へ
問
合
せ
下
さ
い
。
 

◆
出
願
期
間
 

田
川
東
高
校
3
月
 22 

日
よ
り
 

3
月
 31 

日
ま
で
 

西
田
川
高
校
3
月
 22
 

日
よ
り
 

3
月
 29 

日
ま
で
 

◆
授
業
時
間
 

午
後
5
時
 20
 

分
よ
り
午
後
8
 

時
 30 

分
ま
で
（
月
曜
ー
土
曜
）
 

◆
修
業
年
限
 

4
年
間
 

※
高
校
を
中
退
し
た
人
、
准
看
 

護
学
校
を
卒
業
し
た
人
は
2
 

年
以
上
の
相
当
学
年
に
人
れ
 

ま
す
。
 

編
入
試
験
は
入
学
案
内
と
同
 

じ
要
領
で
行
い
ま
す
。
 

※
問
い
合
せ
先
 

福
岡
県
立
田
川
西
高
等
学
校
 

（
田
川
市
番
田
町
 

電
話
④
3
0
1
5
番） 

福
岡
県
立
西
田
川
高
等
学
校
 

（
田
川
市
上
本
町
 

電
話
④
0
6
6
4
番） 

「
移
動
県
政
相
談
一
 

一
交
通
事
故
相
談
」
 

を

開

設

し

ま

す

 

県
で
は
、
次
の
よ
う
に
移
動
県
 

政
相
談
・
交
通
事
故
相
談
を
開
 

設
し
ま
す
。
福
祉
、
年
金
、
道
 

路
、
保
健
な
ど
県
政
一
般
に
対
 

す
る
意
見
要
望
・
苦
情
や
交
通
 

事
故
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑥
期
日
 

3
月
 13 

日
（
火
）
 

⑥
時
間
 
13 

時
か
ら
 16 

時
ま
で
 

＠
場
所
 
田
川
郡
添
田
町
 

添
田
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

※
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
県
 

総
務
部
広
報
室
に
お
た
ず
ね
 

く
だ
さ
い
。
電
話
（
0
9
2
 

1
7
7
1
1
6
0
5
0
番） 

中
央
公
民
館
に
対
す
る
 

こ
意
見
こ
・
希
望
に
つ
い
て
 

館
長
大
 
熊

康

郷

 

当
中
央
公
民
館
に
お
き
ま
 

し
て
は
、
現
在
皆
様
方
の
ご
協
 

力
に
よ
り
色
々
な
年
中
行
事
を
 

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
 

町
民
皆
様
方
の
十
分
な
る
希
望
 

が
聞
き
と
れ
な
い
よ
う
で
、
こ
 

れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ
り
方
に
 

つ
い
て
、
皆
様
方
の
意
見
と
ご
 

希
望
を
ど
し
ど
し
お
よ
せ
下
さ
 

い。 連
絡
先
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

電
 
話
 
金
田
②
0
4
2
5
番
 

受
 
付
 
午
前
9
時
よ
り
 

午
後
4
時
ま
で
 

※
公
民
館
御
利
用
に
つ
い
て
 

毎
月
第
3

日
曜
日
と
祭
日
は
 

休
館
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
 


